
毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！
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　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その82
　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベ
ントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊】
体験型観光推進員　　　　 塚田　忠則
プロモーション推進員　　 牛尾奈緒子
空き家活用ディレクター　 蛇草　孝介
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
えたじま里海ナビゲーター 守本　怜矢

今月は

塚
つ か だ

田 忠
ただのり

則さん

　
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
３
月
で

3
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
こ
の
３
年
間
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
お

声
が
け
い
た
だ
き
、
ま
た
、
励
ま
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
体
験
型
観
光
推
進
員
と
し
て

修
学
旅
行
生
に
向
け
た
体
験
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
こ
と
が
使
命
で
し
た

が
、
こ
の
３
年
間
で
は
修
学
旅
行
民
泊
者

数
０
人
と
い
う
残
念
な
結
果
で
、
私
は
民

泊
受
入
未
体
験
の
ま
ま
で
の
卒
業
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
民
泊
家

庭
の
方
々
の
研
修
企
画
や
修
学
旅
行
以
外

の
教
育
旅
行
（
塾
や
大
学
サ
ー
ク
ル
、
行

政
が
引
率
す
る
ま
ち
づ
く
り
研
修
な
ど
）

の
企
画
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
㈱
大
柿
産
業
の
社
員
と

し
て
、
こ
の
3
年
間
に
出
会
っ
た
教
育

旅
行
事
業
者
や
観
光
行
政
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、U

m
inos Spa &

 
Resort

を
拠
点
と
し
た
修
学
旅
行
民
泊

の
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
観
光
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
最
近
の
取
り
組
み
（
3
月
の
行
事
）
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
都
合
つ
く
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
で
映
え
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り

　

入
鹿
多
目
的
公
園
（
沖
美
町
）
へ
の

「BLU
E D

O
G

」
（
久
保
寛
子
さ
ん

作
）
の
設
置
（
写
真
①
・
②
）
に
つ
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
Ｇ
７
に
向
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
な
ど
を
整
備
し
、
Ｇ
７
の
応
援
に

役
立
て
る
予
定
で
す
。

体
験
型
観
光
事
業
を
実
施
予
定

（Um
inos Spa & Resort

で
実
施
）

▼�

３
月
11
日
㈯
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
・
竹

灯
り
・
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
体
験

▼�

３
月
26
日
㈰
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
（
針
穴

写
真
機
）
・
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
体
験

わ
く
わ
く
す
る
ア
イ
デ
ア

   

私
が
取
得
し
た
沖
美
町
是
長
に
あ
る
空

き
家
を
活
用
し
、
若
者
や
家
族
連
れ
が
１

日
過
ご
し
た
く
な
る
よ
う
な
拠
点
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
は
、
こ
の

空
き
家
の
屋
根
の
上
に
空
中
茶
室
を

設
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
空
中
茶

室
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
高

の
眺
望
が
獲
得
さ
れ
ま
す
。
（
写
真

③
）
提
案
者
は
、
早
稲
田
大
学
で
建

築
を
教
え
て
い
る
渡
邊
大
志
准
教
授

と
い
う
方
で
す
。

　
旧
知
の
若
い
建
築
家
が
15
年
経
つ

と
大
胆
な
建
築
家
に
育
ち
、
学
界
で

も
建
築
作
品
新
人
賞
を
獲
得
し
た
将

来
有
望
な
建
築
家
で
す
。
昨
年
、
私

を
訪
ね
て
江
田
島
市
に
遊
び
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
自
分
の
研

究
室
の
学
生
10
人
を
引
き
連
れ
て
、

１
週
間
く
ら
い
滞
在
し
調
査
し
て
い

ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
提
案
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
よ
ね
。(

笑)

３
月
19
日
に
広
島
市
内
で
講
演
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
使
え
る
場
所
と
し
て
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰

ぐ
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
は
ど
う
か
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
別
の
友
人
が
ミ
ニ
タ
グ
「
ア
ン

デ
ィ
」
と
い
う
か
わ
い
い
船
体
を
製
造
販

売
し
ま
す
。
え
た
じ
ま
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

売
っ
て
い
き
た
い
そ
う
で
、
３
月
に
は
東

京
の
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
で
お
披
露
目
さ
れ
る

予
定
で
す
。
全
国
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
引
っ
張
り
だ
こ
に
な
る
前
に
、
江
田
島

市
内
で
乗
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

（
写
真
④
）

一緒に成長していきたい、ただそれだけ。
　障がいを持ったり、発達に特性のある子どもが利用できる放課後デイサービス「おひさま」や、障がいを持つ人の生
活を支援するグループホーム「サンライズ大君」などを運営する株式会社太陽。今回は、とても明るく話をしてくれる
太陽で働く皆さんの、さまざまな思いについてのお話。

「他人事は自分事」を考える

10年間で感じた変化と続けてきた理由

市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を電子
版で見ることがで
きます。

（ゴー・オン）

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。

�

�

�
1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

　大柿町大原にある「おひさま2号館」。色とりどりの絵が描かれた施設
は、雰囲気がとても明るい。「ここは、ハンディキャップがある子どもたち
が通う放課後児童クラブのようなもので、成長段階で気になることがある子
どもたちや、その中で不登校気味な子どもたちも通っています」と分かりや
すく説明してくれるのは、宮下由佳代表と綾華さんだ。「おひさまが家庭や学
校とは違った第三の居場所となって、子どもたちが自分らしく成長できる場
所となるように支援をしていきます。まずは気軽に相談できる場所として、
月３回おひさまカフェも開いているので、ぜひご利用ください」
　活動は、昨年10周年を迎えた。元々、広島市の障がい者支援施設に勤め
ていた由佳さんが、同類の施設が島にもあればと思ったのが始まりだった。
「当時はまだ、障がいという言葉に対して閉鎖的な空気は少なからずあった
と思います。ですが、この10年で障がいを持つ子どもたちを取り巻く環境や、障がいそのものの見方がずいぶんと良い方
向に変わった気がします」立ち上がり初期からスタッフとして働く沼田さんは「私たちも子どもたちと一緒に成長させても
らっているんですよね。子どもたちの成長の過程の一部になれることが嬉しいし、反応や言葉、卒業した子どもたちの自立
した姿を見るたびに、続けてきてよかったと思います」と話し、皆さんが笑顔でうなずいたのがとても印象的だった。

　各施設の活動内容は、自分たちと何ら変わらない生活を送ることができるような手伝いをしているだ
け、と皆さんは口をそろえて言う。「障がいやハンディキャップを口にすると『私は違う』と他人事に
なってしまう。でも、他人事じゃなくて自分事！私たちだって、いつ何が起きてどうなるか分からない
からこそ、施設にいるから特別なのではないということを、少しでも理解してもらえたらと思います。
もちろん、外からだと見えない部分や不安な要素もあると思うので、今後は、私たちの活動をよりオー
プンに、どんな人がいてどんなことをしているのかを、さまざまな方法で発信したいと思っています」
　おひさまには、元教職員のスタッフも在籍中。学習面のサポートも積極的に行っている。「距離がで
きてしまうので、おひさまではスタッフのことを先生とは呼ばせません。スタッフとの関係も対等に、
気楽に過ごしてほしいので。これからの10年も、子どもや大人関係なく、皆さんがありのままの自分を
受け入れて、楽しく生きていくサポートをしていきたいですね」と綾華さんは明るく笑った。
　自分には関係ないという人も多くいるだろう。しかし、太陽が運営する各施設は、ただの障がい者

支援施設ではなく、障がいを受け入れ『個性』として人へ働きかける
きっかけの場所、人と何かをすることが楽しいと思えるような場所で
あるのではないかと思った。皆さんの話を聞き、私自身、障がいとの
向き合い方を改めて考えさせられたのは言うまでもない。

おひさま2号館には、子どもたちが自由な
発想で描いた繊細で色鮮やかな絵も。

株式会社太陽
( 左から ) 沼田惇

あつ
史
し

さん・宮下綾華さん
              宮下由佳さん・三

み
木
き

亮太さん

現在、夏にオープン予定の日中支援型グループホーム「サンライズ柿浦」では入居者・スタッフ
ともに募集中！おひさまの活動を経て、日中の就労先や行き先が無い方でも入居できるグループ
ホームの必要性を感じ、ようやくオープンすることになりました。この施設で一緒に働きませんか？
詳しくはスタッフまでお問い合わせください♪　　お問い合わせ先：090-6431-7662

各施設情報は
こちらから

け。
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広報えたじま　令和５年３月 広報えたじま　令和５年３月 14141515


